
（＊）相馬地区公式HP（http://www.city.hirosaki.aomori.jp/soma/）

活動記 Vol.78地域おこし協力隊

こ
ん
に
ち
は
！　

協
力
隊
の
石
田
で
す
。

今
回
は
弘
前
市
が
力
を
入
れ
て
い
る
防
災
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま

す
。
私
は
昨
年
、〝
弘
前
市
防
災
マ
イ
ス
タ
ー
育
成
講
座
〞
を
受
講

し
、
防
災
マ
イ
ス
タ
ー
の
認
定
を
受
け
る
と
と
も
に
、
防
災
士
の
資

格
も
取
得
し
ま
し
た
。

昨
年
新
し
く
な
っ
た
防
災
マ
ッ
プ
に
よ
る
と
、
相
馬
地
区
は
黒

滝
・
安
田
・
昴
以
外
の
町
会
内
一
部
エ
リ
ア
で
、
土
砂
災
害
に
警
戒

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
土
砂
災
害
の
主
な
前
兆
現
象
】

●
が
け
や
地
面
に
ひ
び
割
れ
が
で
き
る
、
が
け
や
斜
面
か
ら
水
が
湧

き
出
る
。

●
井
戸
や
川
の
水
、
湧
き
水
が
濁
る
、
止
ま
る
。

●
小
石
が
バ
ラ
バ
ラ
と
落
ち
て
く
る
、
地
鳴
り
・
山
鳴
り
が
す
る
。

●
降
雨
が
続
く
の
に
川
の
水
位
が
下
が
る
。

●
樹
木
が
傾
く
、
立
木
が
裂
け
る
音
や
石
が
ぶ
つ
か
り
合
う
音
が
聞

こ
え
る
。

土
砂
災
害
警
戒
情
報
は
青
森
県
と
青
森
地
方
気
象
台
が
共
同
で
発

表
す
る
情
報
で
、
弘
前
市
Ｈ
Ｐ
、
気
象
庁
Ｈ
Ｐ
、
内
閣
府
Ｈ
Ｐ
な
ど

で
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
警
戒
レ
ベ
ル
４
で
全
員
避
難
完

了
、
お
年
寄
り
な
ど
、
避
難
に
時
間
の
か
か
る
方
は
レ
ベ
ル
３
が
発

令
さ
れ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
避
難
を
開
始
し
て
下
さ
い
。

①
災
害
に
会
っ
た
時
に
、
家
族
で
落
ち
合
う
避
難
所
や
避
難
経
路

を
事
前
に
話
し
合
っ
て
お
く
、
②
非
常
食
は
食
べ
慣
れ
た
も
の
や
好

き
な
味
の
も
の
を
準
備
し
て
お
く
、
③
水
は
１
人
１
日
２
リ
ッ
ト

ル
、
最
低
で
も
３
日
分
は
買
い
溜
め
が
あ
る
と
安
心
。
④
そ
の
他
、

家
族
や
季
節
に
合
っ
た
防
災
グ
ッ
ズ
を
玄
関
の
近
く
に
準
備
し
て
お

く
と
良
い
と
思
い
ま
す
。

災
害
時
、
自
分
の
命
を
い
か
に
守
る
か
、
今
一
度
ご
家
族
で
話
し

合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

中央：弘前医療福祉大学の学
生さんがこの日の講師でした。
人命救助への熱い思いを感じ
ました。
左上：弘前市から配備された
コロナ禍の避難所で使用する
簡易テント。家族単位で過ご
すことが出来ます。

左中央：避難所で具合の悪い方用
の隔離場、段ボールベッドに横た
わる消防団員の方。頑丈なベッド
でした。
中央下：９月末に藍内で行われた
弘前市主催の避難訓練。メディア
陣が多く、改めて防災意識の高ま
りを感じました。

右上：防災マイスター講座、弘前
医療福祉大学でのAED講習の様子。
右中央：コロナ禍では人工呼吸は
せず、口に軽くハンカチを被せて
胸骨圧迫とAEDによる電気ショッ
クを実施します。
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